
第１部　総　論　╱　第２章　本市の障害者の現状

本市の障害者の現状第2章

１　障害者数の推移
(１）身体障害者
①身体障害者手帳の交付状況の推移
身体障害者手帳の交付状況の推移をみると、毎年度、増加傾向にあり、平成３０年度の 29,244
人から令和４年度には 30,682 人となっています。

（人）

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度

29,244 29,799 30,141 30,245 30,682

630 620 595 585 570

28,614 29,179 29,546 29,660 30,112

全 体

１８歳未満

１８歳以上

　　 　　年度
年齢階層

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度

̶ 1.90% 1.15% 0.35% 1.44%

̶ -1.59% -4.03% -1.68% -2.56%

̶ 1.97% 1.26% 0.39% 1.52%

１８歳未満

１８歳以上

　　 年度
増減率

全 体

4

図 1-1　身体障害者手帳の交付状況

１８歳以上

１８歳未満



②等級別身体障害者手帳の交付状況の推移
等級別に身体障害者手帳の交付状況の推移をみると、各年度とも１級と２級で全体の５割程度
を占めています。構成割合には、ほとんど変化が見られません。
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（人）

10,729 10,908 11,083 11,001 11,047

4,276 4,288 4,310 4,280 4,330

4,420 4,515 4,531 4,613 4,716

6,856 7,060 7,163 7,307 7,470

1,404 1,419 1,434 1,429 1,466

1,559 1,609 1,620 1,615 1,653６級

年度
等級

１級

２級

３級

４級

５級

令和元年度 令和２年度 令和３年度平成30年度 令和４年度

図1-2　等級別身体障害者手帳の交付状況
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③身体障害者手帳の交付状況（内訳）
身体障害者手帳の交付状況の内訳をみると「肢体不自由」が 47.3%で最も割合が高く、次いで

「心臓機能障害」が 18.6%となっています。
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人数（人） 構成比（％）

30,682 100.0%

1,854 6.0%

2,387 7.8%

401 1.3%

14,503 47.3%

5,717 18.6%

458 1.5%

2,978 9.7%

2,016 6.6%

36 0.1%

260 0.8%

72 0.2%

障  害  部  位

　心臓機能障害

　呼吸器機能障害

　じん臓機能障害

　免疫機能障害

　肝臓機能障害

　ぼうこう又は直腸の機能障害

　小腸機能障害

全 　体

　視覚障害

　聴覚・平衡機能障害

　音声・言語・そしゃく機能障害

　肢体不自由

図1-3　身体障害者手帳の交付状況（内訳）令和4年度



(２）知的障害者
①療育手帳の交付状況の推移
療育手帳の交付状況の推移をみると、毎年度、増加傾向にあり、平成３０年度の 6,868 人から
令和４年度には 8,011 人となっています。
また、18歳未満の比率は、全体の３割程度を占めています。
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（人） 

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度

6,868 7,192 7,441 7,718 8,011

2,107 2,179 2,200 2,269 2,339

4,761 5,013 5,241 5,449 5,672

年度
年齢階層

全 体

１８歳未満

１８歳以上

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度

̶ 4.72% 3.46% 3.72% 3.80%

̶ 3.42% 0.96% 3.14% 3.09%

̶ 5.29% 4.55% 3.97% 4.09%

年度
増減率

全 体

１８歳未満

１８歳以上

図2-1　療育手帳の交付状況

１８歳以上
１８歳未満

（人） 
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②障害程度別療育手帳の交付状況の推移
障害程度別に療育手帳の交付状況をみると、各年度とも、重度が全体の４割程度を占めています。
特に軽度が増加傾向にあります。
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（人） 

図2-2　等級別療育手帳の交付状況
（人） 



(３）精神障害者
①等級別精神障害者保健福祉手帳所持者数の推移
精神障害者保健福祉手帳の所持者の推移をみると、毎年度、増加傾向にあり、平成３０年度の
8,440人から、令和４年度には11,568人となっており、５年間で約1.4倍となっています。また、
等級では２級が最も多くなっています。
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（人） 
年度

等級

図3-1　等級別精神障害者保健福祉手帳所持者数の推移

全体
3級
2級
1級

（人） 
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②精神障害者通院医療費公費負担患者数の推移
精神障害者の通院医療費公費負担患者数の推移をみると、総数では、平成３０年度の16,028人
から、令和４年度には19,230人となっています。
なお、令和４年度の内訳をみると、「うつ病等」が9,502人で最も多く、次いで「統合失調症」が

4,220人となっています。
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（人） 

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度

総 数 16,028 16,759 18,791 18,210 19,230

4,034 4,112 4,318 4,151 4,220

7,741 8,233 9,089 8,884 9,502

580 585 721 629 666

311 315 365 327 352

848 962 1,200 1,209 1,410

64 66 73 73 77

80 76 84 72 75

1,132 1,177 1,330 1,339 1,423

869 905 1,015 1,011 1,038

369 328 596 515 467

統合失調症

うつ病等
脳器質性
精神障害
中毒性
精神障害

年度
病名

その他の
精神疾患

知的障害

人格障害

その他

精神神経症

てんかん

図３-２　病名別精神障害者通院医療費公費負担患者数の推移
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２　実態調査結果
　　　 出典：「千葉市障害者計画・障害福祉計画策定に係る実態調査報告書―障害者生活実態・意向調査―（令和５年３月）」

(１）調査の目的

福祉・保健・医療・雇用・教育・生活環境など、幅広い分野を対象とした障害者施策の総合
的推進と、障害福祉サービス等の必要見込量とその確保のための方策を策定するためには、障
害者等の生活実態と意向を明らかにするための基礎調査が不可欠です。
この調査は、障害者基本法第１１条第３項に規定する障害者計画、障害者の日常生活及び社
会生活を総合的に支援するための法律（以下、障害者総合支援法とする。）第８８条に規定す
る障害福祉計画及び児童福祉法第３３条の２０に規定する障害児福祉計画の次期計画の策定に
係る必要なデータを収集し、障害者施策の一層の推進を図ることを目的として実施しました。
（２）アンケート調査の実施方法
　①調査対象
千葉市に住所のある人で、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ち
の人と、自立支援医療（精神通院医療）を利用している人及び千葉市療育センターに通って
いる人の中から対象者を選定しました。

②調査期間
令和４年１２月１３日～令和４年１２月２７日
③調査方法
対象の人及び事業所に郵送（一部窓口配布）で調査票を配布し、無記名で
郵送回収しました。

対象者 分類 人数 抽出数 対象者の選定方法

Ⅰ 在宅の人
（43,344名）

身体障害 29,660 1,500 身体障害者手帳をお持ちの18歳以上の人から抽出

知的障害 5,449 500 療育手帳をお持ちの18歳以上の人から抽出

精神障害 8,235 700
精神障害者保健福祉手帳をお持ちの人と、自立支援
医療（精神通院医療）を利用している人から抽出

Ⅱ 施設に入所している人
（718名）

718 600
身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉帳を
お持ちで、千葉市から障害者施設に入所している人から抽出

Ⅲ 18歳未満の人
と保護者の人
（2,854名）

身体障害 585 500 身体障害者手帳をお持ちの18歳未満の人から抽出

知的障害 2,269 500 療育手帳をお持ちの18歳未満の人から抽出

Ⅳ 発達障害のある人
（482名） 482 250

精神障害者保健福祉手帳または自立支援医療（精神
通院医療）受給者証をお持ちの18歳以上の人のう
ち、発達障害の類型に属する病名での申請がある人

Ⅴ 発達障害のある18歳未満
の人とその保護者の人
（83名）

23 23

精神障害者保健福祉手帳または自立支援医療（精神
通院医療）受給者証をお持ちの18歳未満の人のうち、
発達障害の類型に属する病名での申請がある人（全数）

60 50
千葉市療育センター「すぎのこルーム」に通ってい
る人に対して、一定期間配布

Ⅵ サービス事業所
（1,193か所）

1,193 100
千葉市内に住所のある障害福祉サービス事業所から
抽出
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(３）障害者ご本人について
①年齢
在宅の人（18歳以上）では「70～79歳」、施設に入所している人（18歳以上）では「40～49歳」、

18歳未満の人では「15歳以上」、発達障害のある人（18歳以上）では「20～ 29歳」、発達障害の
ある人（18歳未満）では「3～ 5歳及び 15歳以上」が最も多くなっています。

【在宅の人（18歳以上）】 【施設に入所している人（18歳以上）】

【18歳未満の人】 【発達障害のある人（18歳以上）】

回答者数 = 945

20歳未満
0.0％

20～29歳
9.2％

30～39歳
9.2％

40～49歳
11.2％

50～59歳
15.4％

60～69歳
13.4％

70～79歳
20.4％

80歳以上
19.0％

無回答
2.0％

回答者数 = 318

０～２歳
3.5％

３～５歳
12.3％

６～８歳
16.0％

９～11歳
18.2％

12～14歳
23.3％

15歳以上
24.5％

無回答
2.2％

回答者数 = 273

20歳未満
0.7％
20～29歳
6.2％

30～39歳
17.9％

40～49歳
31.1％

50～59歳
24.9％

60～69歳
8.8％

70～79歳
3.7％

80歳以上
5.1％

無回答
1.5％

回答者数 = 74

20歳未満
5.4％

20～29歳
36.5％

30～39歳
31.1％

40～49歳
17.6％

50～59歳
5.4％

60～69歳
1.4％

70～79歳
1.4％

80歳以上
1.4％

無回答
0.0％



【在宅の人（18歳以上）】
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【発達障害のある人（18歳未満）】 

②障害の種別
在宅の人（18歳以上）では「身体障害者手帳」、施設に入所している人（18歳以上）及び18歳未満
の人では「療育手帳」が最も多くなっています。（複数回答）

回答者数 = 945

身体障害者手帳を持っている

療育手帳を持っている

精神障害者保健福祉手帳を持っている、
精神障害がある

自立支援医療 （精神通院医療）を利用している

難病 （指定難病）  の認定を受けている

発達障害として診断されたことがある

回答者数 = 318

身体障害者手帳を持っている

療育手帳を持っている
精神障害者保健福祉手帳を持っている、
精神障害がある
自立支援医療 （精神通院医療）を利用している

難病 （指定難病）  の認定を受けている

発達障害として診断されたことがある

【18歳未満の人】 

回答者数 = 10

０～２歳
0.0％

３～５歳
40.0％

６～８歳
0.0％

９～11歳
10.0％

12～14歳
0.0％

15歳以上
40.0％

無回答
10.0％

％

64.6

18.3

26.9

29.5

8.8

15.7

0 20 40 60 80 100

％

55.1

64.7

1.6

2.5

18.2

47.2

0 20 40 60 80 100
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回答者数 = 273

身体障害者手帳を持っている

療育手帳を持っている

精神障害者保健福祉手帳を持っている、
精神障害がある
自立支援医療 （精神通院医療）を利用している

難病 （指定難病）  の認定を受けている

発達障害として診断されたことがある

回答者数 = 10

身体障害者手帳を持っている

療育手帳を持っている

精神障害者保健福祉手帳を持っている、
精神障害がある
自立支援医療 （精神通院医療）を利用している

難病 （指定難病）  の認定を受けている

発達障害として診断されたことがある

回答者数 = 74

身体障害者手帳を持っている

療育手帳を持っている

精神障害者保健福祉手帳を持っている、
精神障害がある

自立支援医療 （精神通院医療）を利用している

難病 （指定難病）  の認定を受けている

発達障害として診断されたことがある

【発達障害のある人（18歳未満）】 

【施設に入所している人（18歳以上）】

【発達障害のある人（18歳以上）】 
％

13.6

8.2

97.3

97.3

2.7

97.3

0 20 40 60 80 100

％

46.1

77.0

10.0

20.1

1.1

36.3

0 20 40 60 80 100

％

10.0

100.0

50.0

0.0

0.0

80.0

0 20 40 60 80 100



(４）医療的ケアの種類
在宅の人（18歳以上）、18歳未満の人、施設に入所している人（18歳以上）、いずれも「服薬管理」

が最も多くなっています。（複数回答）
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【在宅の人（18歳以上）】

回答者数 = 393

服薬管理

人工透析

人工肛門、人工膀胱の管理

インシュリン注射

導尿

パルスオキシメーター

吸引

経管栄養

アルツハイマー病等の認知症への対応

人工呼吸器の管理

吸入

在宅酸素

ネプライザー

気管切開部の管理（ガーゼ交換等）

中心静脈栄養

咽頭エアウェイ

その他

受けていない

無回答

％

51.4

10.4

5.9

4.8

4.6

4.6

4.1

3.8

2.5

1.8

1.0

1.0

1.0

1.0

0.5

0.0

8.1

10.9

12.5

0 10 20 30 40 50 60
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【18歳未満の人】 

回答者数 = 91

服薬管理

吸引

経管栄養

パルスオキシメーター

気管切開部の管理（ガーゼ交換等）

吸入

在宅酸素

人工呼吸器の管理

ネプライザー

導尿

人工肛門、人工膀胱の管理

中心静脈栄養

咽頭エアウェイ

人工透析

アルツハイマー病等の認知症への対応

インシュリン注射

その他

無回答

％

60.4

35.2

31.9

23.1

17.6

16.5

16.5

16.5

15.4

13.2

4.4

3.3

1.1

1.1

0.0

0.0

11.0

2.2

0 10 20 30 40 50 60 70
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【施設に入所している人（18歳以上）】

吸引

経管栄養

導尿

人工肛門、人工膀胱の管理

人工透析

パルスオキシメーター

アルツハイマー病等の認知症への対応

インシュリン注射

吸入

中心静脈栄養

在宅酸素

ネプライザー

咽頭エアウェイ

気管切開部の管理（ガーゼ交換等）

人工呼吸器の管理

その他

無回答

回答者数 = 107

服薬管理

％

70.1

4.7

3.7

1.9

1.9

1.9

0.9

0.9

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

9.3

7.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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(５）ご家族や介助者について
①主な介助者が困っていること
在宅の人（18歳以上）では「介助者の高齢化に不安がある」、18歳未満の人では「緊急時の対応
に不安がある」、発達障害のある人（18 歳以上）、発達障害のある人（18 歳未満）では「精神的な
負担が大きい」が最も多くなっています。（複数回答）

【在宅の人（18歳以上）】

回答者数 = 468

介助者の高齢化に不安がある

緊急時の対応に不安がある

介助者自身の健康に不安がある

代わりに介助を頼める人がいない

精神的な負担が大きい

長期の旅行や外出ができない

身体的な負担が大きい

休養や息抜きの時間がない

経済的な負担が大きい

仕事に出られるが、時間が限られる

仕事に出られない

特に困っていることはない

その他

よくわからない

無回答

％

54.1

47.0

42.1

38.9

34.8

33.8

27.4

19.2

18.8

12.6

6.4

8.3

2.4

3.4

2.6

0 10 20 30 40 50 60
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【18歳未満の人】 

【発達障害のある人（18歳以上）】

回答者数 = 281

緊急時の対応に不安がある

精神的な負担が大きい

代わりに介助を頼める人がいない

仕事に出られるが、時間が限られる

身体的な負担が大きい

休養や息抜きの時間がない

介助者の高齢化に不安がある

仕事に出られない

長期の旅行や外出ができない

介助者自身の健康に不安がある

経済的な負担が大きい

特に困っていることはない

その他

よくわからない

無回答

％

49.8

38.1

33.8

33.5

28.5

27.8

26.7

23.8

23.8

21.7

19.6

13.9

6.0

3.2

0.7

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 37

精神的な負担が大きい

代わりに介助を頼める人がいない

介助者の高齢化に不安がある

介助者自身の健康に不安がある

経済的な負担が大きい

長期の旅行や外出ができない

緊急時の対応に不安がある

身体的な負担が大きい

休養や息抜きの時間がない

仕事に出られない

仕事に出られるが、時間が限られる

特に困っていることはない

その他

よくわからない

無回答

％

54.1

51.4

48.6

43.2

40.5

24.3

21.6

21.6

21.6

10.8

5.4

2.7

5.4

10.8

2.7

0 10 20 30 40 50 60
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【発達障害のある人（18歳未満）】
回答者数 = 8 ％

精神的な負担が大きい

介助者自身の健康に不安がある

介助者の高齢化に不安がある

代わりに介助を頼める人がいない

緊急時の対応に不安がある

身体的な負担が大きい

経済的な負担が大きい

仕事に出られない

仕事に出られるが、時間が限られる

長期の旅行や外出ができない

休養や息抜きの時間がない

特に困っていることはない

その他

よくわからない

無回答

37.5

25.0

25.0

25.0

25.0

12.5

12.5

12.5

12.5

12.5

12.5

25.0

12.5

0.0

0.0

0 10 20 30 40



(6）療育・保育について困っていること
18歳未満の人では「本人の成長に不安がある」、発達障害のある人（18歳未満）では「療育・保育
に関する情報が少ない」、「友だちとの関係づくりがうまくできない」が最も多くなっています。
（複数回答）

21

【18歳未満の人】
回答者数 = 318 ％

本人の成長に不安がある

療育・保育に関する情報が少ない

通園・通所の送り迎えが大変

友だちとの関係づくりがうまくできない

施設での療育・訓練の機会が少ない

希望する施設や保育所（園）・幼稚園に入れない

小学校入学時の学校選択で困っている

費用など経済的負担が大きい

施設での療育・訓練の内容に問題がある

その他

無回答

59.4

55.0

46.2

32.7

31.8

26.4

25.8

17.9

10.4

6.0

4.4

0 10 20 30 40 50 60

【発達障害のある人（18歳未満）】
回答者数 = 10

療育・保育に関する情報が少ない

友だちとの関係づくりがうまくできない

本人の成長に不安がある

費用など経済的負担が大きい

希望する施設や保育所（園）・幼稚園に入れない

施設での療育・訓練の機会が少ない

通園・通所の送り迎えが大変

小学校入学時の学校選択で困っている

施設での療育・訓練の内容に問題がある

その他

無回答

％

50.0

50.0

40.0

30.0

20.0

20.0

20.0

20.0

10.0

10.0

10.0

0 10 20 30 40 50
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(７）学校・教育について
①学校・教育について困っていること
18 歳未満の人では「学校卒業後の進路に不安がある」、発達障害のある人（18 歳未満）
では「友だちとの関係づくりがうまくできない」が最も多くなっています。（複数回答）

【18歳未満の人】

無回答

回答者数 = 318

学校卒業後の進路に不安がある

通学の送迎が大変

教育・療育に関する情報が少ない

教職員の指導・支援の仕方が心配

今後の学校選択について迷っている

友だちとの関係づくりがうまくできない

療育・訓練を受ける機会が少ない

学校のカリキュラムが本人に合わない

学校での介助が大変

特に困っていることはない

その他

％

63.2

42.5

39.9

30.5

30.5

24.5

24.5

10.4

6.9

7.9

4.1

2.2

0 10 20 30 40 50 60 70

無回答 20.0

【発達障害のある人（18歳未満）】 

回答者数 = 10

友だちとの関係づくりがうまくできない

教育・療育に関する情報が少ない

学校卒業後の進路に不安がある

療育・訓練を受ける機会が少ない

今後の学校選択について迷っている

通学の送迎が大変

教職員の指導・支援の仕方が心配

学校のカリキュラムが本人に合わない

学校での介助が大変

特に困っていることはない

その他

％

50.0

40.0

40.0

30.0

30.0

20.0

20.0

20.0

10.0

10.0

0.0

0 10 20 30 40 50
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②学校卒業後の進路希望
「特別支援学校の高等部」が最も多くなっています。

【18歳未満の人】

回答者数 = 97

その他の学校
2.1％

通所施設に通いたい
1.0％

0.0％

わからない
5.2％

その他
1.0％

無回答
27.8％

高等学校
20.6％

特別支援学校の
高等部
42.3％

企業などで就労したい
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(８）就労について
①今後、収入を得る仕事をしたいと思うかについて
「仕事をしたい」と回答した方の割合について、在宅の人（18 歳以上）は 41.5％、発達障害の
ある人（18歳以上）は 75.0％となっています。

24

【発達障害のある人（18歳以上）】 

【在宅の人（18歳以上）】 

回答者数 = 316

仕事をしたい
41.5％

仕事はしたく
ない、できない
46.2％

無回答
12.3％

回答者数 = 32

仕事をしたい
75.0％

仕事はしたくな
い、できない
21.9％

無回答
3.1％



②障害者の就労支援のために必要なこと
在宅の人（18歳以上）、18歳未満の人では「職場の障害者理解」、発達障害のある人（18歳以上）、
発達障害のある人（18歳未満）では「職場の上司や同僚に障害の理解があること」が最も多く
なっています。（複数回答）
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【在宅の人（18歳以上）】

回答者数 = 945 ％

職場の障害者理解

職場の上司や同僚に障害の理解があること

勤務時間や日数が体調に合わせて変更できること

短時間勤務や勤務日数等の配慮

通勤手段の確保

具合が悪くなった時に気軽に通院できること

障害者向けの求人情報の提供

在宅勤務の拡充

勤務場所におけるバリアフリー等の合理的配慮

仕事についての職場外での相談対応、支援

就労後のフォローなど職場と支援機関の連携

職場で介助や援助等が受けられること

仕事に役立つ就労訓練

職場を理解するための就労体験

その他

無回答

41.5

40.7

35.1

34.4

30.1

28.6

26.8

23.9

21.6

20.0

19.9

19.0

18.5

16.1

3.6

32.0

0 10 20 30 40 50
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【18歳未満の人】 
％回答者数 = 318

72.6

68.6

55.3

47.8

46.5

46.5

46.2

45.0

43.1

43.1

42.1

34.0

29.2

26.7

1.3

13.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

職場の障害者理解

職場の上司や同僚に障害の理解があること

障害者向けの求人情報の提供

就労後のフォローなど職場と支援機関の連携

仕事に役立つ就労訓練

職場を理解するための就労体験

通勤手段の確保

職場で介助や援助等が受けられること

勤務時間や日数が体調に合わせて変更できること

仕事についての職場外での相談対応、支援

短時間勤務や勤務日数等の配慮

具合が悪くなった時に気軽に通院できること

勤務場所におけるバリアフリー等の合理的配慮

在宅勤務の拡充

その他

無回答
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【発達障害のある人（18歳以上）】

％回答者数 = 74

70.3

67.6

62.2

58.1

51.4

51.4

48.6

43.2

37.8

36.5

36.5

24.3

23.0

17.6

8.1

4.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

職場の上司や同僚に障害の理解があること

職場の障害者理解

勤務時間や日数が体調に合わせて変更できること

短時間勤務や勤務日数等の配慮

就労後のフォローなど職場と支援機関の連携

障害者向けの求人情報の提供

仕事についての職場外での相談対応、支援

具合が悪くなった時に気軽に通院できること

通勤手段の確保

仕事に役立つ就労訓練

職場を理解するための就労体験

在宅勤務の拡充

職場で介助や援助等が受けられること

勤務場所におけるバリアフリー等の合理的配慮

その他

無回答
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【発達障害のある人（18歳未満）】 
％回答者数 = 10

70.0

60.0

50.0

50.0

40.0

40.0

40.0

30.0

30.0

20.0

20.0

20.0

20.0

20.0

0.0

20.0

0 10 20 30 40 50 60 70

職場の上司や同僚に障害の理解があること

職場の障害者理解

職場で介助や援助等が受けられること

障害者向けの求人情報の提供

勤務時間や日数が体調に合わせて変更できること

就労後のフォローなど職場と支援機関の連携

仕事に役立つ就労訓練

短時間勤務や勤務日数等の配慮

職場を理解するための就労体験

通勤手段の確保

勤務場所におけるバリアフリー等の合理的配慮

在宅勤務の拡充

具合が悪くなった時に気軽に通院できること

仕事についての職場外での相談対応、支援

その他

無回答



(９)運動やスポーツの実施状況
在宅の人（18歳以上）、発達障害のある人（18歳以上）では「していたが、今はやっていない」、
18歳未満の人では「今まで運動やスポーツをしたことがない」、発達障害のある人（18歳未満）
では「している」が最も多くなっています。
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【在宅の人（18歳以上）】 【18歳未満の人】 

【発達障害のある人（18歳以上）】 【発達障害のある人（18歳未満）】

回答者数 = 945

している
20.4％

していたが、今は
やっていない
36.7％

今まで運動やスポーツを
したことがない
18.5％

無回答
24.3％

回答者数 = 318

している
27.0％

していたが、今は
やっていない
15.4％

今まで運動や
スポーツをし
たことがない
56.0％

無回答
1.6％

回答者数 = 74

している
23.0％

していたが、今は
やっていない
39.2％

今まで運動やスポー
ツをしたことがない

29.7％

無回答
8.1％

回答者数 = 10

している
40.0％

していたが、今は
やっていない
20.0％

今まで運動やス
ポーツをしたこと

がない
20.0％

無回答
20.0％
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(10)希望する暮らしを送るために必要な支援
在宅の人（18歳以上）、18歳未満の人、発達障害のある人（18歳以上）では「経済的な負担の軽減」、

施設に入所している人（18歳以上）では「障害者に適した住居の確保」、発達障害のある人（18歳
未満）では「経済的な負担の軽減」、「相談対応等の充実」、「コミュニケーションについての支援」が
最も多くなっています。（複数回答）

【在宅の人（18歳以上）】

60.1

％

48.7

40.3

35.2

32.4

32.4

31.1

30.8

30.8

15.4

13.2

2.2

6.0

20 30 40 50 60 700 10

【18歳未満の人】 【18歳未満の人】 
回答者数 = 318

経済的な負担の軽減

相談対応等の充実

必要な在宅サービスが適切に利用できること

生活訓練等の充実

障害者に適した住居の確保

地域住民等の理解

介助者（ボランティア）の支援

コミュニケーションについての支援

仕事の継続が可能な支援

在宅で医療的ケアなどが適切に得られること

プライバシーへの配慮

その他

無回答

回答者数 = 945

経済的な負担の軽減

必要な在宅サービスが適切に利用できること

在宅で医療的ケアなどが適切に得られること

相談対応等の充実

障害者に適した住居の確保

仕事の継続が可能な支援

プライバシーへの配慮

介助者（ボランティア）の支援

コミュニケーションについての支援

生活訓練等の充実

地域住民等の理解

その他

無回答

％

48.5

37.0

31.5

29.9

22.6

19.0

17.0

16.2

13.1

12.6

12.5

3.1

10.7

0 10 20 30 40 50 60
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【発達障害のある人（18歳未満）】 

％

50.0

50.0

50.0

40.0

40.0

20.0

20.0

20.0

20.0

0.0

0.0

10.0

10.0

0 10 20 30 40 50
回答者数 = 10

経済的な負担の軽減

相談対応等の充実

コミュニケーションについての支援

生活訓練等の充実

仕事の継続が可能な支援

必要な在宅サービスが適切に利用できること

介助者（ボランティア）の支援

地域住民等の理解

プライバシーへの配慮

在宅で医療的ケアなどが適切に得られること

障害者に適した住居の確保

その他

無回答

回答者数 = 273

障害者に適した住居の確保

介助者（ボランティア）の支援

経済的な負担の軽減

生活訓練等の充実

相談対応等の充実

地域住民等の理解

必要な在宅サービスが適切に利用できること

コミュニケーションについての支援

プライバシーへの配慮

在宅で医療的ケアなどが適切に得られること

仕事の継続が可能な支援

その他

無回答

％

43.6

37.4

35.2

28.2

27.8

23.1

21.2

20.9

15.4

11.4

4.4

4.8

16.5

0 10 20 30 40 50

【施設に入所している人（18歳以上）】
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【発達障害のある人（18歳以上）】 

％

68.9

66.2

51.4

37.8

28.4

27.0

21.6

18.9

16.2

14.9

13.5

9.5

4.1

0 10 20 30 40 50 60 70
回答者数 = 74

経済的な負担の軽減

仕事の継続が可能な支援

相談対応等の充実

コミュニケーションについての支援

プライバシーへの配慮

障害者に適した住居の確保

必要な在宅サービスが適切に利用できること

地域住民等の理解

在宅で医療的ケアなどが適切に得られること

生活訓練等の充実

介助者（ボランティア）の支援

その他

無回答



(11)サービス利用について
①訪問系サービスの利用意向
在宅の人（18歳以上）及び発達障害のある人（18歳以上）では「計画相談支援」、在宅の人（18歳
未満）では「放課後等デイサービス」、発達障害のある人（18歳以上）及び発達障害のある人（18歳
未満）では「障害児相談支援」が最も多くなっています。
（複数回答）
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【在宅の人（18歳以上）】 

回答者数 = 945

①居宅介護
（ホームヘルプ）

②重度訪問介護

③同行援護

④行動援護

⑤重度障害者等包括支援

⑥移動支援

⑦訪問入浴

⑧施設入所支援

⑨短期入所
（ショートステイ）

⑩療養介護

⑪生活介護

⑫日中一時支援事業

⑬その他の通所施設

⑭自立生活援助

⑮共同生活援助
（グループホーム）

％

9.5

8.7

5.3

6.3

0 20 40 60 80

5.3

9.2

2.4

5.7

2.9

8.8

4.1

4.3

9.0

3.8

9.3
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計画相談支援

地域移行支援

地域定着支援

障害者基幹相談支援センター

成年後見制度利用支援事業

意思疎通支援事業

日常生活用具給付等事業

地域活動支援センター

本人活動支援事業

生活訓練等事業

ひとつもサービスを利用する予定
はない

自立訓練（機能訓練、生活訓練、
　宿泊型自立訓練）

就労移行支援

就労継続支援（Ａ型、Ｂ型）

就労定着支援

6.3

6.3

0.9

0.6

16.9

65.5

5.2

7.9

％
0 20 40 60 80

0.5

4.2

4.1

8.1

4.3

3.6

5.3
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【18歳未満の人】 

回答者数 = 318

①居宅介護
（ホームヘルプ）

②重度訪問介護

③同行援護

④行動援護

⑤重度障害者等包括支援

⑥移動支援

⑦訪問入浴

⑧施設入所支援

⑨短期入所
（ショートステイ）

⑩療養介護

⑪生活介護

⑫日中一時支援事業

⑬その他の通所施設

⑭自立生活援助

⑮共同生活援助
（グループホーム）
⑯自立訓練（機能訓練、生活
　訓練、宿泊型自立訓練）

⑰就労移行支援

⑱就労継続支援
（Ａ型、Ｂ型）

⑲就労定着支援

％

13.8

7.3

1.2

6.3

3.7

11.9

5.9

4.4

25.5

4.4

10.1

18.2

26.1

4.4

4.1

9.7

7.5

7.5

5.6

0 10 20 30 40 50 60
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計画相談支援

地域移行支援

地域定着支援

障害者基幹相談支援センター

成年後見制度利用支援事業

意思疎通支援事業

日常生活用具給付等事業

地域活動支援センター

本人活動支援事業

生活訓練等事業

児童発達支援

医療型児童発達支援

放課後等デイサービス

障害児相談支援

居宅訪問型児童発達支援

保育所等訪問支援

福祉型児童入所施設

医療型児童入所施設

ひとつもサービスを利用する予定はない

％

45.6

5.7

6.3

14.5

5.3

1.6

17.0

6.9

4.7

1.9

18.6

7.2

51.9

45.9

1.2

7.3

2.2

5.3

39.6

0 10 20 30 40 50 60
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【発達障害のある人（18歳以上）】 

％回答者数 = 74

①居宅介護
（ホームヘルプ）

②重度訪問介護

③同行援護

④行動援護

⑤重度障害者等包括支援

⑥移動支援

⑦訪問入浴

⑧施設入所支援

⑨短期入所
（ショートステイ）

⑩療養介護

⑪生活介護

⑫日中一時支援事業

⑬その他の通所施設

⑭自立生活援助

⑮共同生活援助
（グループホーム）

5.5

1.4

5.4

13.6

12.3

6.8

0 10 20 30 40 50

5.5

5.5

1.4

1.4

1.4

1.4

2.7

2.8

4.1
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％

計画相談支援

地域移行支援

地域定着支援

障害者基幹相談支援センター

成年後見制度利用支援事業

意思疎通支援事業

日常生活用具給付等事業

地域活動支援センター

本人活動支援事業

生活訓練等事業

ひとつもサービスを利用する予定
はない

自立訓練（機能訓練、生活訓練、
　宿泊型自立訓練）

就労移行支援

就労継続支援（Ａ型、Ｂ型）

就労定着支援

15.0

8.1

1.4

9.5

2.7

2.7

0 10 20 30 40 50

27.1

27.1

1.4

24.3

31.1

47.3

5.5

4.1

12.2
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【発達障害のある人（18歳未満）】 

回答者数 = 10

①居宅介護
（ホームヘルプ）

②重度訪問介護

③同行援護

④行動援護

⑤重度障害者等包括支援

⑥移動支援

⑦訪問入浴

⑧施設入所支援

⑨短期入所
（ショートステイ）

⑩療養介護

⑪生活介護

⑫日中一時支援事業

⑬その他の通所施設

⑭自立生活援助

⑮共同生活援助
（グループホーム）

⑯自立訓練（機能訓練、
　生活訓練、宿泊型自立訓練）

⑰就労移行支援

⑱就労継続支援
（Ａ型、Ｂ型）

⑲就労定着支援

％

0.0

0.0

0.0

10.0

0.0

0.0

10.0

20.0

10.0

0.0

10.0

10.0

0.0

10.0

0 10 20 30 40 50

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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計画相談支援

地域移行支援

地域定着支援

障害者基幹相談支援センター

成年後見制度利用支援事業

意思疎通支援事業

日常生活用具給付等事業

地域活動支援センター

本人活動支援事業

生活訓練等事業

児童発達支援

医療型児童発達支援

放課後等デイサービス

障害児相談支援

居宅訪問型児童発達支援

保育所等訪問支援

福祉型児童入所施設

医療型児童入所施設

ひとつもサービスを利用する予定
はない

％

30.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

30.0

0.0

20.0

40.0

0.0

10.0

0.0

0.0

50.0

0 10 20 30 40 50

10.0

10.0

20.0
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【在宅の人（18歳以上）】 【施設に入所している人（18歳以上）】 

【18歳未満の人】 【発達障害のある人（18歳以上）】 

(12)障害のある人に対する市民の理解度について
すべてで「あまり理解されていない」が最も多くなっています。

回答者数 = 74

回答者数 = 273

回答者数 = 318

回答者数 = 945
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【発達障害のある人（18歳未満）】 

回答者数 = 10


